





The Annihilation of Genre Axes in Madlax:
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という啓示的現象が実際に存在することを認め、ユングはこの原理を “シンクロニシティ ” という言葉で
呼んだのであった。因果関係を持たない事象の間に主観的に意味ある何かを読み取ることができる現象と
は、世界と個人の間にある見えざる関係性の顕現である。ユングは重力の法則が世界を支配するように、








りを捉える新発想に踏み込んだ “深層心理学者” ユングであったⅱ。 仮構記述におけるカットバックの手



































































































































































































































































































ⅰ 　 “偶然の一致” （coincidence）とは、科学的世界観の前提において規定される概念であろう。引き起こされた事象の間に直接
的な因果関係が存在しないが、偶々関連のありそうに見えるだけの出来事が生起することを指して “偶然” と呼ばれるからであ
る。それらの出来事は本質的には無関係だが、あたかも “同調” という意味があるかのごとく主観的に錯覚されただけである。















 　ゲーム的仮構世界との比較から “シンクロニシティ ” の発想を再解釈してみるならば、 “世界” という概念は、個人の主観とし












再評価を通して研究しているレモ・F・ロス（Remo F. Roth）は、彼の一連の論文 「ウォルフガング・パウリの夢と洞察」 “Wolfgang 
Pauli’s Dreams, Visions and Insights as Basis of My Shamanistic Healing Method of Body-centered Imagination”（2014）におい
て、 “パウリ効果” と一般に呼ばれている超常現象の実体を、パウリという個人存在の心霊的分離から生成された、パウリの意











ⅲ 　J. S. ベルやデイビッド・ボーム等によってそれぞれの含蓄を担わされて新たに導入された “隠れた変数” (hidden variables) と
いう概念は、実験結果において量子の示すエネルギー保存則を逸脱する存在論的矛盾を回避するために採用されたものであっ
た。非決定論的に振る舞うかのように見える量子存在を決定論的な枠組みの中で解釈するために、未知の要因を導入することが
試みられたのである。パウリの導入した “スピン” という概念は、この場合と同様に科学の前提を覆すかのように思われる量子
の基本特質を従来の科学的世界観の枠内で解決することができたために非常に効果的であったが、レモ・F・ロスはこれをむし
ろ、パウリ自身の心霊の分裂を招くことになった問題の原因と見たのである。しかしスピンの場合とは対照的に “隠れた変数”
という発想は、意味を構築すべき論理体系の中に未定義の空白領域を敢えて残そうとする、ある意味で矛盾を含む試行ではあっ
た。キリスト教信仰における自然（ナチュラル）は、神によって是認される、人によって理解可能な穏健な意味であった。しか
し神の権能の圏外には、人によって触れられることが許されない知識と技術が有り、それは超自然（スーパーナチュラル）と呼
ばれて、悪魔の力の及ぼされる魔法の技とされた。世界には、穏健ではない問題性のある “意味” が確かに隠されていたのである。
しかし錬金術の思想を再評価したルネサンスの哲学者達は、むしろ魔法の禁忌の中にこそ世界に対する真の理解と意味の発見が
あるとして、超自然の界面に踏み込んだのであった。ベルやボームによって示唆された “隠れた変数” という発想は、キリスト
教の宗教的束縛から解放された科学思想の裡においても、合理的論理体系の外部に延長される未知のパースペクティブの存在に
対する自覚が得られた事実を反映しているように思える。『Madlax』における、類型的意味の判読を拒絶するような仮構世界記
述の手法であるハイパーナチュラルな描写は、全方位的パースペクティブ延長の試行を通して、意味の破壊と網羅的な意味の構
築の双方を実行しようとしているかのごとくである。
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